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審 査 の 結 果 の 要 旨
　申請者は、時間依存コーン・シャム方程式の実時間・実空間解法において、空間分割による高効率な超並
列計算コードを開発し、分子の光応答に関する様々な分析を報告している。超並列化による計算は、単に計
算時間を短縮するというものではなく、分子の光応答に関する研究対象を大幅に拡大し、光応答メカニズム
の理解を質的に変革するものとして、高く評価できるものである。分子の光応答を特徴づける基本的な観測
量である振動子強度分布に関しては、本論文で発展させた方法により、数個から数百の原子からなる分子に
対して極めて高精度で予測可能となった。また、近年発展の著しい高強度超短パルスレーザー場と分子の相
互作用に関して、本研究で行ったクーロン爆発のシミュレーションは、複雑な 3次元電子ダイナミクスを理
論的に探る研究として、今後も様々な発展が期待されるものである。以上のことから、申請者が高い研究能
力を有することが認められる。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
